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１.人口動態の歴史

 18,19C 先進国

経済・社会発展→死亡率・出生率down…人口増加

Demographic tradition （人口転換）

高死亡・高出生率(the traditional norm)

低死亡・低出生率(the modern norm)

初期：Demographic dividend （人口ボーナス）

雇用・貯金・投資・経済成長が促進

Replacement rate（人口置換水準）

現在の人口を維持するのに必要な合計特殊出生率

http://ameblo.jp/i-kodomo/entry-11862198609.html 3



２．日本の現状

人口置換水準での分析

4http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/suikei07/P_HP_H1812_A/z1a.html



３.出生率低下の要因

初期：経済・社会・文化的な現代化の流れ

→こどもに対して“質”をもとめはじめる

近年：女性の社会進出 教育、仕事→結婚妊娠が遅く

避妊中絶への意識の変化

保険などのサポートの少なさ

5http://www.garbagenews.net/archives/2013423.html



４.女性の社会進出と高出生率の両立

・仕事との両立にむけての制度

・意識の違い

・子供を産み育てる環境

・移民の受け入れ

6



５－１.スウェーデンの少子化対策

http://syousika.seesaa.net/category/1436011-1.html 7

スウェーデンの少子化対策の特徴

1 充実した育児休業制度と保育サービス
2 高負担、手厚い保障と公的サービス

・両親保険・スピードプレミアム・勤務時間短縮制度

○ サムボー事実婚・同棲制度

スウェーデンの育児休暇取得率



５－１.スウェーデンの少子化対策

https://ebisawayuki.com/%E5%B0%91%E5%AD%90%E5%8C%96%E5%AF%BE%E7%AD%96/%E3%82%B9%E3%82%A6%E
3%82%A7%E3%83%BC%E3%83%87%E3%83%B3/ 8
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５－２.韓国の少子化対策

1960年代人口抑制策

出生率減少 2002年は1.17
2005年合計特殊出生率が1.08

2005年に「女性家族省」新設

2006年7月初の少子高齢化総合対策「セロマジプラン」

出生率を2,020年までに1.6に回復

今後5年間で少子化対策に19兆ウォン（約2兆3千億円）を投入

一定規模の事業所に企業内託児所の設置か

子育て支援金の支給を義務付け

税制面で優遇される制度

日韓両国の少子化

両国で連携し、独自の対策をたてる必要があり、政府間での活発な
人事交流、情報交換が必要とされています

9http://syousika.seesaa.net/category/1436011-1.html



６.出生率増加の長期化に向けて

Timing shift（タイミング効果）
長期的に伸ばす、すぐに効果を出すことが必要

→財政資源を見つけることが第一歩に

高齢者の依存負担増加、労働力・発展の低下の解決へ

Demographic momentum（人口モメンタム）

出生率が人口置換水準よりも高く、人口増加が継続し
てきた人口において、ある時出生率が直ちに人口置換
水準まで低下してもその時点で人口規模が即座に一定
になることはなく、しばらくは増加が続いてかなり大
きな規模に至ってから一定になるという現象

http://www.dbj.jp/ricf/pdf/research/seminar/DBJ_Seminar_20111031.pdf#search='%E3%82%BF%E3%82%A4
%E3%83%9F%E3%83%B3%E3%82%B0%E5%8A%B9%E6%9E%9C+%E4%BA%BA%E5%8F%A3
http://www.ipss.go.jp/syoushika/tohkei/suikei07/P_HP_H1812_A/2-1-2.html#menu2-1-2 10


